
(57)【要約】

　【課題】　上部電極、下部電極へのヴィアホールのド

ライエッチングマージンの確保を可能とするMIM容量の

構造を有する半導体装置およびその製造方法を提供する

。

　【解決手段】導電膜（下部電極）１０１と少なくとも

一部分は下部電極１０１がない領域まで拡張し、膜厚の

合計が下部電極１０１とほぼ同じとなる容量絶縁膜１０

２と導電膜（上部電極）１０３を有し、下部電極１０１

および容量絶縁膜１０２の全体を被覆し、上部に上部電

極１０３がない領域の下部電極１０１上および下部に下

部電極１０１がない領域の上部電極１０３へのコンタク

トプラグ１０７、１０８のある層間絶縁膜１０４を備え

る。

【選択図】　図2
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 と 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 上 に 形 成 さ れ た 容 量 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 容 量 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 と 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 と 前 記 第 2の 導 電 膜 を 被 覆 す る 層 間 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 1の 導 電 膜 と 前 記 第 2の 導 電 膜 に そ れ ぞ れ 接 続 す る コ
ン タ ク ト プ ラ グ と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の 導 電 膜 と 前 記 容 量 絶 縁 膜 は 、 前 記 第 １ の 導 電 膜 上 の 一 部 に 形 成 さ れ 、 か つ 、
少 な く と も 一 部 分 が 前 記 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 と 接 続 す る 前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ は 、 前 記 第 １ の 導 電 膜 上 の 前 記 第 ２
の 導 電 膜 お よ び 前 記 容 量 絶 縁 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 2の 導 電 膜 と 接 続 す る 前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ は 、 前 記 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形
成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 容 量 絶 縁 膜 と 第 2の 導 電 膜 の 膜 厚 の 合 計 が 第 1の 導 電 膜 と ほ ぼ 同 じ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 半 導 体 基 板 と 、 前 記 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 引 き 出 し 用 の 第 1の 導 電 膜 と 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 1の 層 間 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 1の 層 間 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 1の 導 電 膜 の 異 な る 領 域 に そ れ ぞ れ 接 続 す る 複
数 の 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ と 、
　 前 記 第 1の 層 間 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ と そ れ ぞ れ 接 続
さ れ る 下 部 電 極 お よ び 前 記 下 部 電 極 か ら 離 れ た 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電
膜 と 、
　 前 記 第 2の 導 電 膜 の 前 記 下 部 電 極 上 に 形 成 さ れ た 容 量 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 容 量 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 と 、
　 前 記 第 2の 導 電 膜 と 前 記 第 3の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 2の 層 間 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 2の 層 間 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 2の 導 電 膜 の 前 記 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と 前
記 第 3の 導 電 膜 に そ れ ぞ れ 接 続 す る 複 数 の 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ と を 具 備 し 、
　 前 記 第 ３ の 導 電 膜 と 前 記 容 量 絶 縁 膜 は 、 前 記 第 2の 導 電 膜 の 前 記 下 部 電 極 の な い 領 域 ま
で 拡 張 し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 3の 導 電 膜 と 接 続 す る 前 記 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ は 前 記 第 2の 導 電 膜 の な い 領 域
に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 容 量 絶 縁 膜 と 第 3の 導 電 膜 の 膜 厚 の 合 計 が 第 2の 導 電 膜 と ほ ぼ 同 じ で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 下 部 電 極 の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル を 設 け た 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ ま で の 何 れ か 一 項 記 載
の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 と 前 記 半 導 体 基 板 の 上 に 容 量 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 容 量 絶 縁 膜 上 に 第 2の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 上 部 電 極 と な る 前 記 第 2の 導 電 膜 と 前 記 容 量 絶 縁 膜 を 選 択 的 に エ ッ チ ン グ す る 工 程 と 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 と 第 2の 導 電 膜 を 被 覆 す る 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 を 平 坦 化 す る 工 程 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 に 前 記 第 1の 導 電 膜 と 前 記 第 2の 導 電 膜 に そ れ ぞ れ 接 続 す る コ ン タ ク ト プ
ラ グ を 形 成 す る 工 程 と を 含 み 、
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　 前 記 第 2の 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 で は 、 前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 前 記 第 １ の 導 電 膜 上
の 一 部 に 形 成 し 、 か つ 、 前 記 第 ２ の 導 電 膜 は 少 な く と も 一 部 分 が 前 記 第 1の 導 電 膜 の な い
領 域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 で は 、 前 記 第 1の 導 電 膜 と 接 続 す る 前 記 コ ン タ ク
ト プ ラ グ は 、 前 記 第 １ の 導 電 膜 上 の 前 記 第 ２ の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 2の 導 電 膜 と 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ は 前 記 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 下 部 電 極 引 き 出 し 用 の 第 1の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 1の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 1の 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 1の 層 間 絶 縁 膜 に 前 記 第 1の 導 電 膜 の 異 な る 領 域 に そ れ ぞ れ 接 続 す る 複 数 の 第 1の
コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 1の 層 間 絶 縁 膜 上 に 前 記 複 数 の 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ と そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 下 部
電 極 お よ び 前 記 下 部 電 極 か ら 離 れ た 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 を 形 成 す
る 工 程 と 、
　 前 記 第 2の 導 電 膜 の 前 記 下 部 電 極 と 前 記 第 1の 層 間 絶 縁 膜 の 上 に 容 量 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 容 量 絶 縁 膜 上 に 第 3の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 上 部 電 極 と な る 前 記 第 3の 導 電 膜 と 前 記 容 量 絶 縁 膜 を 選 択 的 に エ ッ チ ン グ す る 工 程 と 、
　 前 記 第 2の 導 電 膜 と 第 3の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 2の 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 2の 層 間 絶 縁 膜 を 平 坦 化 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 2の 層 間 絶 縁 膜 に 前 記 第 2の 導 電 膜 の 前 記 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と 前 記 第 3の 導
電 膜 に そ れ ぞ れ 接 続 す る の 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と を 含 み 、
　 前 記 第 3の 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 で は 、 前 記 上 部 電 極 は 前 記 第 2の 導 電 膜 の な い 領
域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 で は 、 前 記 第 3の 導 電 膜 と 接 続 す る 第 2の コ
ン タ ク ト プ ラ グ は 前 記 第 2の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 容 量 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 の 前 に 、 下 部 電 極 の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る 工 程 を
含 む 請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 基 板 上 に 容 量 素 子 を 搭 載 し た 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 半 導 体 装 置 の 多 層 配 線 技 術 は 、 配 線 の デ ザ イ ン ル ー ル の 縮 小 に 伴 い 、 ヴ ィ ア ホ ー
ル の 小 径 化 、 層 間 絶 縁 膜 の 平 坦 化 技 術 の 導 入 に よ り 微 細 化 の 一 途 を 辿 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 移 動 体 通 信 分 野 等 に 用 い ら れ る 高 周 波 集 積 回 路 に は 高 速 動 作 す る 能 動 素 子 と 共 に 、 抵 抗
素 子 、 容 量 素 子 等 の 受 動 素 子 が 必 要 と さ れ 、 回 路 の 低 消 費 電 力 化 、 動 作 の 高 速 化 の た め 、
寄 生 抵 抗 、 寄 生 容 量 の 低 減 が 必 須 で あ る 。 容 量 素 子 で は MOS型 の 容 量 に 対 し 、 寄 生 抵 抗 、
寄 生 容 量 が 著 し く 小 さ い MIM（ Metal-Insulator-Metal） 型 の 容 量 （ 以 下 、 MIM容 量 と 称 す
る ） が 使 用 さ れ る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 、 従 来 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 35～ 図
40は 従 来 の 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま ず 、 図 35の よ う に CMP（ Chemical Mechanical Polishing） に よ っ て 平 坦 化 さ れ た 第 1
の 層 間 絶 縁 膜 ５ ０ ０ 上 に 容 量 素 子 の 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 ５ ０ １ を 堆 積 し 、 フ ォ ト
リ ソ グ ラ フ ィ と エ ッ チ ン グ に よ り パ タ ー ニ ン グ す る 。 そ の 上 に 容 量 絶 縁 膜 ５ ０ ２ を CVD（ C
hemical Vapor Deposition） に よ り 堆 積 し 、 さ ら に 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 ５ ０ ３ を
堆 積 し 、 図 36の よ う に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と エ ッ チ ン グ に よ り 第 2の 導 電 膜 ５ ０ ３ と 容 量
絶 縁 膜 ５ ０ ２ を 同 時 に パ タ ー ニ ン グ す る 。 こ の よ う に し て MIM（ Metal-Insulator-Metal）
構 造 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の 後 、 図 37の よ う に 、 CVDと CMPに よ り 平 坦 化 さ れ た 第 2の 層 間 絶 縁 膜 ５ ０ ４ を 形 成 し
、 図 38の よ う に 第 １ の 導 電 膜 ５ ０ １ の 容 量 絶 縁 膜 ５ ０ ２ よ り 拡 張 し た 領 域 お よ び 第 2の 導
電 膜 ５ ０ ３ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ５ ０ ５ お よ
び ５ ０ ６ を 形 成 す る 。 そ の 際 、 コ ン タ ク ト 抵 抗 を 低 減 さ せ る た め 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ５ ０ ５ の
ド ラ イ エ ッ チ ン グ で は 第 1の 導 電 膜 ５ ０ １ を 約 100nm程 度 エ ッ チ ン グ す る 条 件 を 使 用 す る 。
第 １ の 導 電 膜 ５ ０ １ は ヴ ィ ア ホ ー ル ５ ０ ５ の 形 成 時 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 第 1の 導 電
膜 ５ ０ １ が 突 き 抜 け て し ま わ な い よ う に 約 500nm程 度 の 膜 厚 が 必 要 で あ り 、 同 時 に ヴ ィ ア
ホ ー ル ５ ０ ６ が 形 成 さ れ る 第 2の 導 電 膜 ５ ０ ３ も 第 1の 導 電 膜 ５ ０ １ と 同 等 程 度 の 膜 厚 が 必
要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 後 、 図 39の よ う に 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ ５ ０ ７ 、 ５ ０ ８ を 形 成 す る 。 そ し て 図 40
の よ う に 、 第 3の 導 電 膜 ５ ０ ９ を 堆 積 し 、 パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 、 引 き 出 し 電 極 を
形 成 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ３ ３ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 で は 、 第 １ 導 電 膜 ５ ０ １ と 第
2の 導 電 膜 ５ ０ ３ と で は 段 差 が 発 生 し 、 か つ ヴ ィ ア ホ ー ル ５ ０ ５ を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ チ
ン グ で は 、 コ ン タ ク ト 抵 抗 を 低 減 す る た め に 少 な く と も MIM容 量 の 下 部 電 極 で あ る 第 1の 導
電 膜 ５ ０ １ を 約 100nm程 度 エ ッ チ ン グ す る 必 要 が あ る た め 、 MIM容 量 の 上 部 電 極 で あ る 第 2
の 導 電 膜 ５ ０ ３ 上 の ヴ ィ ア ホ ー ル ５ ０ ６ と 同 時 に 形 成 す る 場 合 に は 、 第 2の 導 電 膜 ５ ０ ３
を 突 き 抜 け て し ま う 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 近 年 の 微 細 化 に よ る ヴ ィ ア ホ ー ル の 小 径 化 に 伴 い 、 ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る ド
ラ イ エ ッ チ ン グ で は 、 絶 縁 膜 と 導 電 膜 と の エ ッ チ ン グ の 選 択 比 が 低 下 す る 傾 向 に あ り 、 第
2の 導 電 膜 ５ ０ ３ を 突 き 抜 け て し ま う 危 険 性 が 増 大 す る 一 方 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 MIM容 量 の 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 ５ ０ ３ と 容 量 絶 縁 膜 ５ ０ ２ を 同 時 に パ タ ー
ニ ン グ す る こ と に よ り 、 第 2の 導 電 膜 ５ ０ ３ と 容 量 絶 縁 膜 ５ ０ ２ の 端 が 揃 う 構 造 と な り 、 M
IM容 量 動 作 時 に 電 界 集 中 す る こ と に よ っ て 寿 命 が 低 下 す る 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で 、 上 部 電 極 お よ び 下 部 電 極 の 引 き 出 し の ヴ ィ ア ホ ー
ル を 形 成 す る 領 域 の 段 差 を な く し 、 ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ チ ン グ の マ ー ジ ン
を 容 易 に 確 保 す る こ と が で き る 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 上 部 電 極 と 容 量 絶 縁 膜 の 端 を MIM容 量 が 動 作 す る 際 に 電 界 が か か ら な
い よ う に し 、 長 寿 命 が 確 保 で き る MIM容 量 を 有 す る 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 基 板 と 、
　 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 と 、
　 第 1の 導 電 膜 上 に 形 成 さ れ た 容 量 絶 縁 膜 と 、
　 容 量 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 と 、
　 第 1の 導 電 膜 と 第 2の 導 電 膜 を 被 覆 す る 層 間 絶 縁 膜 と 、
　 層 間 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ 、 第 1の 導 電 膜 と 第 2の 導 電 膜 に そ れ ぞ れ 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ
グ と を 備 え 、
　 上 部 電 極 と 容 量 絶 縁 膜 は 、 少 な く と も 一 部 分 が 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 ま で 拡 張 し て 形
成 さ れ 、
　 第 2の 導 電 膜 と 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ は 、 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 容 量 絶 縁 膜 と 第 2の 導 電 膜 の 膜 厚 の 合 計 が 第 1の 導 電 膜 と ほ ぼ 同 じ で
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 基 板 と 、 半 導 体 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 引 き 出
し 用 の 第 1の 導 電 膜 と 、
　 第 1の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 1の 層 間 絶 縁 膜 と 、
　 第 1の 層 間 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ 、 第 1の 導 電 膜 の 異 な る 領 域 に そ れ ぞ れ 接 続 す る 複 数 の 第 1
の コ ン タ ク ト プ ラ グ と 、
　 第 1の 層 間 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 複 数 の 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ と そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 下
部 電 極 お よ び 下 部 電 極 か ら 離 れ た 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 と 、
　 第 2の 導 電 膜 の 下 部 電 極 上 に 形 成 さ れ た 容 量 絶 縁 膜 と 、
　 容 量 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 と 、
　 第 2の 導 電 膜 と 第 3の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 2の 層 間 絶 縁 膜 と 、
　 第 2の 層 間 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ 、 第 2の 導 電 膜 の 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と 第 3の 導 電 膜 に
そ れ ぞ れ 接 続 す る 複 数 の 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ と を 具 備 し 、
　 第 ３ の 導 電 膜 と 容 量 絶 縁 膜 は 、 第 2の 導 電 膜 の 下 部 電 極 の な い 領 域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ
れ 、
　 第 3の 導 電 膜 と 接 続 す る 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ は 第 2の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 容 量 絶 縁 膜 と 第 3の 導 電 膜 の 膜 厚 の 合 計 が 第 2の 導 電 膜 と ほ ぼ 同 じ で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 下 部 電 極 の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 半 導 体 基 板 上 に 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 を 形 成
す る 工 程 と 、
　 第 1の 導 電 膜 と 半 導 体 基 板 の 上 に 容 量 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 容 量 絶 縁 膜 上 に 第 2の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 と 容 量 絶 縁 膜 を 選 択 的 に エ ッ チ ン グ す る 工 程 と 、
　 第 1の 導 電 膜 と 第 2の 導 電 膜 を 被 覆 す る 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 層 間 絶 縁 膜 を 平 坦 化 す る 工 程 と 、
　 層 間 絶 縁 膜 に 第 1の 導 電 膜 と 第 2の 導 電 膜 に そ れ ぞ れ 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す
る 工 程 と を 含 み 、
　 第 2の 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 で は 、 第 ２ の 導 電 膜 を 第 １ の 導 電 膜 上 の 一 部 に 形 成
し 、 か つ 、 第 ２ の 導 電 膜 は 少 な く と も 一 部 分 が 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 ま で 拡 張 し て 形 成
さ れ 、

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-253268 A 2006.9.21



　 コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 で は 、 第 1の 導 電 膜 と 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ は 、
第 １ の 導 電 膜 上 の 第 ２ の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ 、
　 第 2の 導 電 膜 と 接 続 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ は 第 1の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 半 導 体 基 板 上 に 下 部 電 極 引 き 出 し 用 の 第 1の 導
電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 1の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 1の 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 1の 層 間 絶 縁 膜 に 第 1の 導 電 膜 の 異 な る 領 域 に そ れ ぞ れ 接 続 す る 複 数 の 第 1の コ ン タ ク
ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 1の 層 間 絶 縁 膜 上 に 複 数 の 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ と そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 下 部 電 極 お よ
び 下 部 電 極 か ら 離 れ た 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 2の 導 電 膜 の 下 部 電 極 と 第 1の 層 間 絶 縁 膜 の 上 に 容 量 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 容 量 絶 縁 膜 上 に 第 3の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 と 容 量 絶 縁 膜 を 選 択 的 に エ ッ チ ン グ す る 工 程 と 、
　 第 2の 導 電 膜 と 第 3の 導 電 膜 を 被 覆 す る 第 2の 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 第 2の 層 間 絶 縁 膜 を 平 坦 化 す る 工 程 と 、
　 第 2の 層 間 絶 縁 膜 に 第 2の 導 電 膜 の 下 部 電 極 用 引 き 回 し 電 極 と 第 3の 導 電 膜 に そ れ ぞ れ 接
続 す る の 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と を 含 み 、
　 第 3の 導 電 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 で は 、 上 部 電 極 は 第 2の 導 電 膜 の な い 領 域 ま で 拡 張 し
て 形 成 さ れ 、
　 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 で は 、 第 3の 導 電 膜 と 接 続 す る 第 2の コ ン タ ク ト
プ ラ グ は 前 記 第 2の 導 電 膜 の な い 領 域 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 容 量 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 の 前 に 、 下 部 電 極 の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー
ル を 形 成 す る 工 程 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 1、 第 2の 導 電 膜 上 で コ ン タ ク ト プ
ラ グ が 形 成 さ れ る 領 域 に 段 差 を な く す こ と が で き 、 ヴ ィ ア ホ ー ル の ド ラ イ エ ッ チ ン グ の 際
に コ ン タ ク ト 抵 抗 が 高 く な ら な い よ う に 十 分 に オ ー バ ー エ ッ チ ン グ を か け る 条 件 が 使 用 で
き 、 エ ッ チ ン グ の マ ー ジ ン 確 保 が で き る 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 MIM容 量 の 上 部 電 極
と 下 部 電 極 の ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る 領 域 の 段 差 を な く す こ と に よ り 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ
条 件 に 十 分 な マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ 、 第 ３ の 導 電 膜 上 の コ ン タ
ク ト プ ラ グ が 形 成 さ れ る 領 域 の 段 差 を な く す こ と が で き る た め 、 ヴ ィ ア ホ ー ル の ド ラ イ エ
ッ チ ン グ 条 件 の マ ー ジ ン が 確 保 で き る 。 さ ら に 、 下 部 電 極 の 引 き 回 し 電 極 を 設 け る こ と に
よ り 、 下 部 電 極 の 周 囲 を 容 量 絶 縁 膜 お よ び 上 部 電 極 で 覆 う こ と が で き る の で 、 MIM容 量 が
動 作 す る 際 に 、 上 部 電 極 と な る 第 ３ の 導 電 膜 と 容 量 絶 縁 膜 の 端 に 電 界 が か か ら な い た め 、
同 時 に パ タ ー ニ ン グ し 、 第 4の 導 電 膜 と 容 量 絶 縁 膜 の 端 が 揃 っ て い て も 長 寿 命 が 確 保 で き
る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 下 部 電 極 の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る こ と に よ り 、 下 部 電 極 の 側 壁 の 急 峻
な 形 状 が 緩 和 さ れ る た め 、 MIM容 量 動 作 時 の 電 界 集 中 や 、 容 量 絶 縁 膜 が 不 均 一 に 堆 積 さ れ
る こ と に よ る 寿 命 低 下 を 防 止 し 、 長 寿 命 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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複 数



　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 1は 本 発 明 の 第 1の 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 2は 図 1の A-A’
に お け る 断 面 図 で あ る 。 １ ０ ０ は 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 第 1の 層 間 絶 縁 膜 、 １ ０ １ は 下
部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 、 １ ０ ２ は 容 量 絶 縁 膜 、 １ ０ ３ は 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 、
１ ０ ４ は 第 2の 層 間 絶 縁 膜 、 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ は ヴ ィ ア ホ ー ル 、 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ は コ ン タ ク
ト プ ラ グ 、 １ ０ ９ は 第 3の 導 電 膜 で あ る 。 容 量 絶 縁 膜 １ ０ ２ の 膜 厚 は 0.1μ m程 度 で 、 第 1の
導 電 膜 １ ０ １ の 膜 厚 は 0.5μ m、 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ の 膜 厚 は 0.4μ m程 度 で あ る 。 図 2の よ う
に 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 １ ０ １ と 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ の ヴ ィ ア ホ ー ル
１ ０ ５ 、 １ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る 領 域 は 段 差 が な い た め 、 ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０ ５ 、 １ ０ ６ の
深 さ が ほ ぼ 同 じ に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 上 記 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 3か ら 図 ７ お よ び 図 ２ は 本 実 施 形 態 に け る 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る
。 ま ず 、 図 3に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 第 1の 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ０ 上 に 0.5μ m程
度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 導 電 膜 を 堆 積 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ お よ び ド ラ イ エ ッ チ
ン グ に よ り 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 １ ０ １ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 図 4に 示 す よ う に 、 容
量 絶 縁 膜 １ ０ ２ と な る 0.1μ m程 度 の シ リ コ ン 窒 化 膜 を CVDで 堆 積 し 、 続 け て 、 0.4μ m程 度
の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ を 堆 積 す る 。 次 に 図 5の よ う に 、 フ ォ ト リ
ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 上 記 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ お よ び シ リ コ ン 窒 化 膜 １ ０
２ を 同 時 に パ タ ー ニ ン グ す る 。 こ の 時 点 で 下 部 電 極 で あ る 第 1の 導 電 膜 １ ０ １ 、 シ リ コ ン
窒 化 膜 か ら な る 容 量 絶 縁 膜 １ ０ ２ 、 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ が 形 成 さ れ 、 MIM容
量 構 造 に 加 工 さ れ た こ と に な る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 導 電 膜 １ ０ ３ と 容 量 絶 縁 膜 １ ０ ２ は 、
少 な く と も 一 部 分 が 第 1の 導 電 膜 １ ０ １ の な い 領 域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 上 部 電 極 お よ び 下 部 電 極 に は 後 に ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０ ５ 、 １ ０ ６ が 形 成 さ れ る 領 域 が
上 面 に 露 出 し た こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 6に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 層 間 絶 縁 膜 １ ０ ４ を CVDで 第 1、 第 2の
導 電 膜 １ ０ １ 、 １ ０ ３ 、 容 量 絶 縁 膜 １ ０ ２ の 全 体 を 被 覆 す る よ う に 堆 積 し た 後 、 CMPに よ
り 平 坦 化 し 形 成 す る 。 そ し て 、 図 7の よ う に 、 第 1の 導 電 膜 １ ０ １ 上 で 、 容 量 絶 縁 膜 １ ０ ２
お よ び 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ が 被 覆 し て い な い 領 域 、 お よ び 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ 上 で 下 部 に 第
1の 導 電 膜 １ ０ １ が な い 領 域 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 、 ヴ ィ ア ホ
ー ル １ ０ ５ 、 １ ０ ６ を 同 時 に 形 成 す る 。 こ の ド ラ イ エ ッ チ ン グ は コ ン タ ク ト 抵 抗 を 低 減 さ
せ る た め に 0.1μ m程 度 、 第 1、 第 2の 導 電 膜 １ ０ １ 、 １ ０ ３ が エ ッ チ ン グ さ れ る よ う な 条 件
で 行 う 。 次 に 、 ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０ ５ 、 １ ０ ６ を タ ン グ ス テ ン か ら な る 導 電 膜 で 埋 め 込 み 、
そ の 後 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 3の 導 電 膜 １ ０ ９ を 形 成 す る 。 以 上 の 製 造 工 程 に よ り 、 第 1
の 半 導 体 装 置 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０ ５ 、 １ ０ ６ を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ
チ ン グ の 条 件 は 、 第 2の 導 電 膜 １ ０ ３ お よ び 第 1の 導 電 膜 １ ０ １ の 上 面 で ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０
５ 、 １ ０ ６ が 形 成 さ れ る 領 域 の 段 差 が な く 、 ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０ ５ と ヴ ィ ア ホ ー ル １ ０ ６ は
ど ち ら に 対 し て も 十 分 に オ ー バ ー エ ッ チ ン グ を 施 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 図 8は 本 発 明 の 第 2の 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 9は 図 8の
B-B’ に お け る 断 面 図 で あ る 。 ２ ０ ０ は 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 第 1の 層 間 絶 縁 膜 、 ２ ０ １
は 下 部 電 極 の 引 き 出 し 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 、 ２ ０ ２ は 第 2の 層 間 絶 縁 膜 、 ２ ０ ３ は 第 1
の コ ン タ ク ト プ ラ グ 、 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ は 下 部 電 極 お よ び 下 部 電 極 の 引 き 回 し 電 極 と な る 第
2の 導 電 膜 、 ２ ０ ６ は 容 量 絶 縁 膜 、 ２ ０ ７ は 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 、 ２ ０ ８ は 第 3の
層 間 絶 縁 膜 、 ２ ０ ９ 、 ２ １ ０ は 第 2の ヴ ィ ア ホ ー ル 、 ２ １ １ 、 ２ １ ２ は コ ン タ ク ト プ ラ グ
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、 ２ １ ３ は 第 4の 導 電 膜 で あ る 。 容 量 絶 縁 膜 ２ ０ ６ の 膜 厚 は 0.1μ m程 度 で 、 第 2の 導 電 膜 ２
０ ４ 、 ２ ０ ５ の 膜 厚 は 0.5μ m、 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ の 膜 厚 は 0.4μ m程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 9の よ う に 、 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ と 下 部 電 極 の 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2
の 導 電 膜 ２ ０ ５ の ヴ ィ ア ホ ー ル ２ ０ ９ 、 ２ １ ０ が 形 成 さ れ て い る 領 域 は 段 差 が な い た め 、
ヴ ィ ア ホ ー ル の 深 さ は ほ ぼ 同 じ に な る 。 ま た 、 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ と 容 量 絶 縁 膜 ２ ０ ６ の
端 は 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ４ の な い 領 域 に 形 成 さ れ て い る た め MIM容 量 動 作 時 に 電 界 集 中 せ ず 、
MIM容 量 の 寿 命 低 下 の 原 因 と な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 上 記 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 10か ら 図 17お よ び 図 9は 本 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。 図 10に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 ２ ０ ０ 上 に 0.5μ m程 度 の ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 導 電 膜 を 堆 積 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ お よ び ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ
り パ タ ー ニ ン グ し 、 下 部 電 極 の 引 き 出 し 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 ２ ０ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 11に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 ２ ０ ２ を CVDで 第 1
の 導 電 膜 ２ ０ １ 全 体 を 被 覆 す る よ う に 堆 積 し た 後 、 CMPに よ り 平 坦 化 し 形 成 す る 。 そ し て
、 図 12の よ う に 、 第 1の 導 電 膜 ２ ０ １ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り
形 成 し た ヴ ィ ア ホ ー ル に 、 タ ン グ ス テ ン か ら な る 導 電 で 埋 め 込 み 、 複 数 の 第 1の コ ン タ ク
ト プ ラ グ ２ ０ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 図 13の よ う に 0.5μ m程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 導 電 膜 を 堆 積 後 フ ォ ト リ ソ
グ ラ フ ィ お よ び ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り パ タ ー ニ ン グ し 、 下 部 電 極 お よ び 下 部 電 極 か ら 離
れ た 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 体 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 図 14に 示 す よ
う に 、 容 量 絶 縁 膜 ２ ０ ６ と な る 0.1μ m程 度 の シ リ コ ン 窒 化 膜 を CVDで 堆 積 し 、 続 け て 、 0.4
μ m程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ を 堆 積 す る 。 次 に 図 15の よ う に 、
フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 上 記 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ お よ び シ リ コ ン 窒
化 膜 ２ ０ ６ を 同 時 に パ タ ー ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 時 点 で 下 部 電 極 で あ る 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ４ 、 シ リ コ ン 窒 化 膜 か ら な る 容 量 絶 縁 膜 ２
０ ６ 、 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ が 形 成 さ れ 、 MIM容 量 構 造 に 加 工 さ れ た こ と に な
る 。 す な わ ち 、 第 ３ の 導 電 膜 ２ ０ ７ と 容 量 絶 縁 膜 ２ ０ ６ は 、 下 部 電 極 と な る 第 ２ の 導 電 膜
２ ０ ４ の な い 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 ２ ０ ２ 上 の 領 域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ れ て い る 。 下 部 電 極 と
な る 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ４ は 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ０ ３ お よ び 第 1の 導 電 膜 ２ ０ １ を 介 し て 、
引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 16に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 ２ ０ ８ を CVDで 第 3
の 導 電 膜 ２ ０ ７ と 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ５ の 全 体 を 被 覆 す る よ う に 堆 積 し た 後 、 CMPに よ り 平 坦
化 し 形 成 す る 。 そ し て 、 図 17の よ う に 、 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ 上 で 下 部 に 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ４
が な い 領 域 お よ び 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ５ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り
、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ ０ ９ 、 ２ １ ０ を 同 時 に 形 成 す る 。 こ の ド ラ イ エ ッ チ ン グ は コ ン タ ク ト 抵
抗 を 低 減 さ せ る た め に 0.1μ m程 度 、 第 2、 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ５ ， ２ ０ ７ を エ ッ チ ン グ さ れ る
よ う な 条 件 で 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ ０ ９ 、 ２ １ ０ を タ ン グ ス テ ン か ら な る 導 電 膜 で 埋 め 込 み 、 複 数 の
コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ １ 、 ２ １ ２ を 形 成 し 、 そ の 後 、 図 9に 示 す よ う に 、 第 4の 導 電 膜 ２ １
３ を 形 成 す る 。 以 上 の 製 造 工 程 に よ り 、 第 2の 半 導 体 装 置 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ ０ ９ 、 ２ １ ０ を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ
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チ ン グ の 条 件 は 、 第 3の 導 電 膜 ２ ０ ７ お よ び 第 2の 導 電 膜 ２ ０ ５ の 上 面 で ヴ ィ ア ホ ー ル ２ ０
９ 、 ２ １ ０ が 形 成 さ れ る 領 域 の 段 差 が な く 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ２ ０ ９ と ヴ ィ ア ホ ー ル ２ １ ０ は
ど ち ら に 対 し て も 十 分 に オ ー バ ー エ ッ チ ン グ を 施 す こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 第 3の 導 電
膜 ２ ０ ７ と 容 量 絶 縁 膜 ２ ０ ６ の 端 に MIM容 量 動 作 時 に 電 界 集 中 し な い た め 、 容 量 絶 縁 膜 ２
０ ６ の サ イ ド エ ッ チ ン グ や 第 ３ の 導 電 膜 ２ ０ ７ の 側 壁 テ ー パ ー 角 が 90度 以 上 と な る 条 件 を
使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 図 18は 本 発 明 の 第 3の 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 の 断 面 構 造 図 で あ る 。 ３ ０ ０ は 半 導 体 基
板 に 形 成 さ れ た 第 1の 層 間 絶 縁 膜 、 ３ ０ １ は 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 、 ３ ０ ２ は 第 1の
導 電 膜 ３ ０ １ の 側 壁 に 形 成 さ れ た サ イ ド ウ ォ ー ル 、 ３ ０ ３ は 容 量 絶 縁 膜 、 ３ ０ ４ は 上 部 電
極 と な る 第 2の 導 電 膜 、 ３ ０ ５ は 第 2の 層 間 絶 縁 膜 、 ３ ０ ６ 、 ３ ０ ７ は ヴ ィ ア ホ ー ル 、 ３ ０
８ 、 ３ ０ ９ は コ ン タ ク ト プ ラ グ 、 ３ １ ０ は 第 3の 導 電 膜 で あ る 。 容 量 絶 縁 膜 ３ ０ ３ の 膜 厚
は 0.1μ m程 度 で 、 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ の 膜 厚 は 0.5μ m程 度 、 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４ の 膜 厚 は 0.
4μ m程 度 で あ る 。 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ と 上 部 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４
の ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０ ６ 、 ３ ０ ７ が 形 成 さ れ て い る 領 域 は 段 差 が な い た め 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ３
０ ６ 、 ３ ０ ７ の 深 さ が ほ ぼ 同 じ に な る 。 ま た 、 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ の 側 壁 に は サ イ ド ウ ォ
ー ル ３ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る た め 急 峻 な 形 状 が 緩 和 さ れ 、 MIM容 量 動 作 時 の 電 界 集 中 が 緩
和 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 上 記 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 19か ら 図 24お よ び 図 18は 本 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。 ま ず 、 図 19に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 第 1の 層 間 絶 縁 膜 ３ ０ ０ 上 に 0.5μ
m程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 導 電 膜 を 堆 積 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ お よ び ド ラ イ エ
ッ チ ン グ に よ り 下 部 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ を 形 成 す る 。 次 に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 を 0
.2～ 0.5μ m程 度 CVDで 堆 積 し た 後 、 全 面 異 方 性 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 行 い 、 図 20に 示 す よ
う に 、 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ の 側 壁 に シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る サ イ ド ウ ォ ー ル ３ ０ ２ を 形 成
す る 。 そ の 後 、 図 21に 示 す よ う に 、 容 量 絶 縁 膜 ３ ０ ３ と な る 0.1μ m程 度 の シ リ コ ン 窒 化 膜
を CVDで 堆 積 し 、 続 け て 、 0.4μ m程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４ を 堆
積 す る 。 こ の と き 、 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル ３ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る
た め 、 シ リ コ ン 窒 化 膜 ３ ０ ３ と 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４ は 、 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ の 端 の サ イ ド ウ
ォ ー ル ３ ０ ２ に 沿 っ た 形 で 均 一 に 堆 積 す る こ と が で き る 。 次 に 図 22の よ う に 、 フ ォ ト リ ソ
グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 上 記 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４ お よ び シ リ コ ン 窒 化 膜 ３ ０ ３
を 同 時 に パ タ ー ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 図 23に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 層 間 絶 縁 膜 ３ ０ ５ を CVDで 第 1、 第 2
の 導 電 膜 ３ ０ １ 、 ３ ０ ４ 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ３ ０ ２ 、 容 量 絶 縁 膜 ３ ０ ３ 全 体 を 被 覆 す る よ う
に 堆 積 し た 後 、 CMPに よ り 平 坦 化 し 形 成 す る 。 そ し て 、 図 24の よ う に 、 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １
上 で 、 容 量 絶 縁 膜 ３ ０ ３ お よ び 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４ が 被 覆 し て い な い 領 域 お よ び 、 第 2の 導
電 膜 ３ ０ ４ 上 で 下 部 に 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ が な い 領 域 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ
チ ン グ に よ り 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０ ６ 、 ３ ０ ７ を 同 時 に 形 成 す る 。 次 に 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０
６ 、 ３ ０ ７ を タ ン グ ス テ ン か ら な る 導 電 膜 で 埋 め 込 み 、 そ の 後 、 図 18に 示 す よ う に 、 第 3
の 導 電 膜 ３ １ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０ ６ ， ３ ０ ７ を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ
チ ン グ の 条 件 は 、 第 2の 導 電 膜 ３ ０ ４ お よ び 第 1の 導 電 膜 ３ ０ １ の 上 面 で ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０
６ 、 ３ ０ ７ が 形 成 さ れ る 領 域 の 段 差 が な く 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０ ６ と ヴ ィ ア ホ ー ル ３ ０ ７ は
ど ち ら に 対 し て も 十 分 に オ ー バ ー エ ッ チ ン グ を 施 す こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 第 1の 導 電
膜 ３ ０ １ の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル ３ ０ ２ を 形 成 し 急 峻 な 形 状 を 緩 和 す る こ と が 可 能 と な る
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。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
　 図 25は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 半 導 体 装 置 の 断 面 構 造 図 で あ る 。 ４ ０ ０ は 半 導 体 基
板 に 形 成 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 、 ４ ０ １ は 下 部 電 極 の 引 き 出 し 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 、 ４ ０
２ は 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 、 ４ ０ ３ は 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ 、 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ は 下 部 電 極 お
よ び 下 部 電 極 の 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 、 ４ ０ ６ は 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ の
側 壁 に 形 成 し た サ イ ド ウ ォ ー ル 、 ４ ０ ７ は 容 量 絶 縁 膜 、 ４ ０ ８ は 上 部 電 極 と な る 第 3の 導
電 膜 、 ４ ０ ９ は 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 、 ４ １ ０ 、 ４ １ １ は 第 2の ヴ ィ ア ホ ー ル 、 ４ １ ２ 、 ４ １
３ は コ ン タ ク ト プ ラ グ 、 ４ １ ４ は 第 4の 導 電 膜 で あ る 。 容 量 絶 縁 膜 ４ ０ ７ の 膜 厚 は 0.1μ m
程 度 で 、 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ の 膜 厚 は 0.5μ m、 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ の 膜 厚 は 0.4μ m
程 度 で あ る 。 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ と 下 部 電 極 の 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導
電 膜 ４ ０ ５ の ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １ ０ 、 ４ １ １ が 形 成 さ れ て い る 領 域 は 段 差 が な い た め 、 ヴ ィ
ア ホ ー ル ４ １ ０ 、 ４ １ １ の 深 さ は ほ ぼ 同 じ に な る 。 ま た 、 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ と 容 量 絶 縁
膜 ４ ０ ７ の 端 は 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ の な い 領 域 に 形 成 さ れ て い る た め MIM容 量 動 作 時 に 電 界
集 中 せ ず 、 MIM容 量 の 寿 命 低 下 の 原 因 と な ら な い 。 ま た 、 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ の 側 壁 に は サ
イ ド ウ ォ ー ル ４ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る た め 急 峻 な 形 状 が 緩 和 さ れ 、 MIM容 量 動 作 時 の 電 界
集 中 が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 上 記 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 26か ら 図 34お よ び 図 25は 本 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る
。 図 26に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 に 形 成 さ れ た 第 1の 層 間 絶 縁 膜 ４ ０ ０ 上 に 0.5μ m程 度 の
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 導 電 膜 を 堆 積 後 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ お よ び ド ラ イ エ ッ チ ン グ
に よ り パ タ ー ニ ン グ し 、 下 部 電 極 の 引 き 出 し 電 極 と な る 第 1の 導 電 膜 ４ ０ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 27に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 層 間 絶 縁 膜 ４ ０ ２ を CVDで 第 1の 導 電
膜 ４ ０ １ の 全 体 を 被 覆 す る よ う に 堆 積 し た 後 、 CMPに よ り 平 坦 化 し 形 成 す る 。 そ し て 、 図 2
8の よ う に 、 第 1の 導 電 膜 ４ ０ １ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 し
た ヴ ィ ア ホ ー ル に 、 タ ン グ ス テ ン か ら な る 導 電 で 埋 め 込 み 、 複 数 の 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ
グ ４ ０ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 29の よ う に 0.5μ m程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 導 電 膜 を 堆 積 後 フ ォ ト リ ソ
グ ラ フ ィ お よ び ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り パ タ ー ニ ン グ し 、 下 部 電 極 お よ び 下 部 電 極 か ら 離
れ た 下 部 電 極 用 の 引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 体 ４ ０ ４ ， ４ ０ ５ を 形 成 す る 。 次 に 、 シ
リ コ ン 酸 化 膜 を 0.2～ 0.5μ m程 度 CVDで 堆 積 し た 後 、 全 面 異 方 性 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 行 い
、 図 30に 示 す よ う に 、 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ の 側 壁 に シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る サ イ ド ウ ォ ー
ル ４ ０ ６ を 形 成 す る 。 次 に 、 図 31に 示 す よ う に 、 容 量 絶 縁 膜 ４ ０ ７ と な る 0.1μ m程 度 の シ
リ コ ン 窒 化 膜 を CVDで 堆 積 し 、 続 け て 、 0.4μ m程 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 か ら な る 第 3の 導 電
膜 ４ ０ ８ を 堆 積 す る 。 こ の と き 、 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル ４ ０ ６ が 形
成 さ れ て い る た め 、 シ リ コ ン 窒 化 膜 ４ ０ ７ と 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ は 、 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ の
端 の サ イ ド ウ ォ ー ル ４ ０ ６ に 沿 っ た 形 で 均 一 に 堆 積 す る こ と が で き る 。 次 に 図 32の よ う に
、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 上 記 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ お よ び シ リ コ ン
窒 化 膜 ４ ０ ７ を 同 時 に パ タ ー ニ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 時 点 で 下 部 電 極 で あ る 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ 、 シ リ コ ン 窒 化 膜 か ら な る 容 量 絶 縁 膜 ４
０ ７ 、 上 部 電 極 と な る 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ が 形 成 さ れ 、 MIM容 量 構 造 に 加 工 さ れ た こ と に な
る 。 す な わ ち 、 第 ３ の 導 電 膜 ４ ０ ８ と 容 量 絶 縁 膜 ４ ０ ７ は 、 下 部 電 極 と な る 第 ２ の 導 電 膜
４ ０ ４ の な い 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 ４ ０ ２ 上 の 領 域 ま で 拡 張 し て 形 成 さ れ て い る 。 下 部 電 極 と
な る 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ は 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ ０ ３ お よ び 第 1の 導 電 膜 ４ ０ １ を 介 し て 、
引 き 回 し 電 極 と な る 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ５ に 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 図 33に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 層 間 絶 縁 膜 ４ ０ ９ を CVDで 第 3の 導 電
膜 ４ ０ ８ と 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ５ お よ び サ イ ド ウ ォ ー ル ４ ０ ６ の 全 体 を 被 覆 す る よ う に 堆 積
し た 後 、 CMPに よ り 平 坦 化 し 形 成 す る 。 そ し て 、 図 34の よ う に 、 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ 上 で 下
部 に 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ が な い 領 域 お よ び 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ５ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ と ド
ラ イ エ ッ チ ン グ に よ り 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １ ０ 、 ４ １ １ を 同 時 に 形 成 す る 。 こ の ド ラ イ エ ッ
チ ン グ は コ ン タ ク ト 抵 抗 を 低 減 さ せ る た め に 0.1μ m程 度 、 第 2、 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ５ 、 ４ ０
８ を エ ッ チ ン グ さ れ る よ う な 条 件 で 行 う 。 次 に 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １ ０ 、 ４ １ １ を タ ン グ ス
テ ン か ら な る 導 電 膜 で 埋 め 込 み 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ ４ １ ２ 、 ４ １ ３ を 形 成 し 、 そ の 後 、 図
25に 示 す よ う に 、 第 4の 導 電 膜 ４ １ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １ ０ 、 ４ １ １ を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ
チ ン グ の 条 件 は 、 第 3の 導 電 膜 ４ ０ ８ お よ び 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ５ の 上 面 で ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １
０ 、 ４ １ １ が 形 成 さ れ る 領 域 の 段 差 が な く 、 ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １ ０ と ヴ ィ ア ホ ー ル ４ １ １ は
ど ち ら に 対 し て も 十 分 に オ ー バ ー エ ッ チ ン グ を 施 す こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 第 3の 導 電
膜 ４ ０ ８ と 容 量 絶 縁 膜 ４ ０ ７ の 端 が MIM容 量 動 作 時 に 電 界 集 中 し な い た め 、 容 量 絶 縁 膜 ４
０ ７ の サ イ ド エ ッ チ ン グ や 第 ３ の 導 電 膜 ４ ０ ８ の 側 壁 テ ー パ ー 角 が 90度 以 上 と な る 条 件 を
使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 第 2の 導 電 膜 ４ ０ ４ の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル ４ ０ ６ を
形 成 し 急 峻 な 形 状 を 緩 和 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 容 量 絶 縁 膜 は シ リ コ ン 窒 化 膜 に よ り 形 成 し た が 、 シ リ コ ン
酸 化 膜 等 他 の 絶 縁 膜 で も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は す べ て の 層 間 絶 縁 膜 の 平 坦 化 は CMPに よ り 行 っ た が 、
レ ジ ス ト エ ッ チ バ ッ ク 法 等 に よ り 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の 第 3の 半 導 体 装 置 の 実 施 形 態 に お い て 、 下 部 電 極 と な る 導 電 膜 の 側 壁 に 形
成 す る サ イ ド ウ ォ ー ル は シ リ コ ン 酸 化 膜 に よ り 形 成 し た が 、 シ リ コ ン 窒 化 膜 等 他 の 絶 縁 膜
ま た は 導 電 膜 で も 良 い 。 導 電 膜 を 用 い た 場 合 、 下 部 電 極 と 導 電 膜 と サ イ ド ウ ォ ー ル が 電 気
的 に 接 続 さ れ る の で 、 下 部 電 極 と な る 導 電 膜 の 表 面 積 が 増 大 す る こ と に な り 、 MIM容 量 の
容 量 値 が 増 加 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 は 、 上 部 電 極 お よ び 下 部 電 極 の 引 き 出 し の ヴ ィ
ア ホ ー ル を 形 成 す る 領 域 の 段 差 を な く し 、 ヴ ィ ア ホ ー ル を 形 成 す る ド ラ イ エ ッ チ ン グ の マ
ー ジ ン を 容 易 に 確 保 す る こ と が で き る と と も に 、 上 部 電 極 と 容 量 絶 縁 膜 の 端 を MIM容 量 が
動 作 す る 際 に 電 界 が か か ら な い よ う に し 、 長 寿 命 が 確 保 で き る 等 の 効 果 を 有 し 、 MIM容 量
を 有 す る 半 導 体 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の Ａ － Ａ ′ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 一 部 の 工 程 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 図 ６ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 そ の Ｂ － Ｂ ′ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 工 程 の 一 部 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 一 部 の 工 程 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ２ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 一 部 の 工 程 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ６ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ７ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ８ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ２ ９ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 図 ３ ０ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ １ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 図 ３ ２ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ３ ３ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 従 来 例 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の 一 部 の 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 図 ３ ５ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 図 ３ ６ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 図 ３ ７ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ８ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 図 ３ ９ に 続 く 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ ０ ０ 、 ３ ０ ０ 　 第 1の 層 間 絶 縁 膜
　 １ ０ １ 、 ３ ０ １ 　 第 1の 導 電 膜
　 ３ ０ ２ 　 サ イ ド ウ ォ ー ル
　 １ ０ ２ 、 ３ ０ ３ 　 容 量 絶 縁 膜
　 １ ０ ３ 、 ３ ０ ４ 　 第 2の 導 電 膜
　 １ ０ ４ 、 ３ ０ ５ 　 第 2の 層 間 絶 縁 膜
　 １ ０ ５ 、 １ ０ ６ 、 ３ ０ ６ 、 ３ ０ ７ 　 ヴ ィ ア ホ ー ル
　 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ 、 ３ ０ ８ ， ３ ０ ９ 　 コ ン タ ク ト プ ラ グ
　 １ ０ ９ 、 ３ １ ０ 　 第 3の 導 電 膜
　 ２ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 　 層 間 絶 縁 膜
　 ２ ０ １ 、 ４ ０ １ 　 第 1の 導 電 膜
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　 ２ ０ ２ 、 ４ ０ ２ 　 第 １ の 層 間 絶 縁 膜
　 ２ ０ ３ 、 ４ ０ ３ 　 第 1の コ ン タ ク ト プ ラ グ
　 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ 、 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ 　 第 2の 導 電 膜
　 ４ ０ ６ 　 サ イ ド ウ ォ ー ル
　 ２ ０ ６ 、 ４ ０ ７ 　 容 量 絶 縁 膜
　 ２ ０ ７ 、 ４ ０ ８ 　 第 3の 導 電 膜
　 ２ ０ ８ 、 ４ ０ ９ 　 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜
　 ２ ０ ９ 、 ２ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ １ 　 第 2の ヴ ィ ア ホ ー ル
　 ２ １ １ 、 ２ １ ２ 、 ４ １ ２ 、 ４ １ ３ 　 第 2の コ ン タ ク ト プ ラ グ
　 ２ １ ３ 、 ４ １ ４ 　 第 4の 導 電 膜
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